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RDTF：R&D インフラストラクチャ・タスクフォース 
 
 
R&D インフラストラクチャ 
 

R&D から実証、展開までの今日の研究インフラストラクチャのニーズには、主要な科学

機器、科学的コレクション、構造化された情報、ICT ベースのインフラストラクチャが含

まれる。これらは単一の場所にあるか、いくつかの国に分散している。GIF 加盟国は、イ

ンフラストラクチャに関連するさまざまな問題に直面しており、その多くは世界的に独特

で、地域的に分散している。省庁から研究者や産業界に至るまで、多くの利害関係者が関

与している。また、電子インフラストラクチャの使用が根底にあり、その使用が増えてい

る。これらは、基礎研究と産業との交流の機会をもたらすが、それでも困難である。公的

および私的資金は常に不足しているようであり、単一の国だけでは大規模な研究インフラ

ストラクチャを備える最小必要量または規模が得られない。幅広く国際レベルで協力する

ことが本当に必要である。システムの概念的/詳細な設計と分析の実質的な研究開発と実証

（RD&D）が必要である。研究インフラストラクチャおよび施設の改修および/または建設

は、ますます複雑で費用がかかるものになっている。最新の R&D ニーズとインフラストラ

クチャのマッピングを特定することにより、既存の施設の共有使用を計画し、他の施設の

開発に着手する機会が得られる。最も重要な優先事項は、燃料サイクル、燃料と材料の照

射、原子炉の安全性、専用ループ、モックアップと試験施設、高度なシミュレーションと

検証ツール、インフラストラクチャへの国境を越えたアクセス、科学者とエンジニアの E&T
と知識管理（Knowledge Management：KM）の分野である。GIF メンバーは、新世代の

原子炉を再び迅速に前進させられるレベルまで、世界中の原子力 RD&D インフラストラク

チャの協調的な活性化を強く支援する。 
 
 
背景/考慮事項 
 
背景：2017 年 4 月 13～14 日にフランスのパリで開催された第 43 回 GIF 政策グループ

（PG）会議で、R&D インフラストラクチャに関する新しいタスクフォース（TF）を設け

ることが決定された。PG は、テクニカルディレクター（TD）に、外部協力を担当する PG
副議長および技術事務局（Technical Secretariat：TS）と協力して、GIF R&D インフラス

トラクチャ・タスクフォース（GIF RDTF）の考慮事項（Terms of Reference：ToR）を作

成するよう指示した。このタスクフォースは、短期間（2 年未満）でその目標を達成し、2018
年 10 月に開催された GIF シンポジウムを最大限に活用することが期待されている。 
 
目標：目標は、安全性とセキュリティの目的を達成するための活動を含め、第 4 世代コ

ンポーネントおよびシステムの開発、実証、および認定に必要な重要な R&D 実験施設を特

定することである。この目標のために、タスクフォースは 2018 年 10 月の GIF シンポジウ

ムに関するプレゼンテーションと資料を作成する必要がある。 
 
もう 1 つの目標は、GIF パートナー間の共同 R&D 活動のために実験施設の利用を促進す

ることである。この目標のために、GIF 加盟国の関連する R&D 施設へのアクセスを得るた

めの、組織の連絡先を含む既存のメカニズムとアプローチを特定する。この情報は、GIFWeb
サイトで GIF 参加者が利用できるようにする必要がある。 
 
組織：各第 4 世代システム運営委員会および暫定運営委員会（SSC および pSSC）は、

GIF RDTF の代表者を 1 人指名した。タスクフォースは、テクニカルディレクター（TD）、



132 
 

レビュー、質と完全性のために専門家グループ（EG）、および政策グループ（PG）に報告

を行う。GIF RDTF のメンバーは、必要に応じて、電話会議や GIF EG/PG の会議の場を

利用して、会議を開く。 2018 年 2 月にパリで開催された OECD/NEA での最初の会議か

ら、議長と 2 年間の作業計画が合意された。これにはマイルストーンと成果物が含まれ、

インフラストラクチャの分野で IAEAとNEAの関連作業を最大限に活用することが推奨さ

れた。パリで開催された 2018 年 10 月の GIF シンポジウムでの発表に間に合うように、最

初の目標が達成された。2019 年春までに当初計画されていた 2 番目の目標は延期され、GIF 
RDTFの 2つの目標が完了すれば、SSCと pSSCが、2020年半ば以降の作業の進展に伴い、

インフラストラクチャのニーズとアクセス手法の認識を維持すると思われる。 
 
 
2019 年の成果 
 
前述のニーズに応じて既存の実験施設を特定すると、いくつかのギャップが浮き彫りに

なった。計画された実験インフラストラクチャの構築、GIF 加盟国外での実験インフラス

トラクチャの利用可能性が議論された。 
 
また、GIF SSC（または pSSC）および EG グループの緊密なサポートを受けて、既存の

IAEA および NEA データベース（新設のインフラストラクチャまたは施設を含む）の更新

を提案する機会もあった。タスクフォースは、以下と共に、GIF 加盟国の最新の関連する

更新情報と R&D ニーズの見通しから恩恵を受けた。a）液体金属冷却高速中性子システム

施設の支援施設の IAEA データベースとその最新の概要、b）先進原子炉情報システム

（Advanced Reactor Information System：ARIS）、c）研究炉データベース（Research 
Reactor database：RRDB）、d）OECD/NEA の研究試験施設データベース（Research and 
Test Facilities DataBase：RTFDB）、e）SFR、GFR および現行及び先進原子炉のための

支援施設（Support Facilities for Existing and Advanced Reactors：SFEAR）に関する

OECD/NEA の先進実験施設タスクフォース（Task Group on Advanced Experimental 
Facilities：TAREF）、f）原子力システムの開発に必要な知識と施設（例えば、先進原子炉

イニシアチブとネットワークアレンジメント（ADvanced Reactor Initiative And Network 
Arrangement：ADRIANA）を構築するための国際協力イニシアチブと共同プロジェクト

（例えば、IAEA CRP、ICERR、NEA 共同プロジェクト、NEST、NI2050、EU/Euratom
プロジェクト）。 
 
安全性研究のニーズを特定および対処し、主要な規制問題を特定および解決するために、

2018 年 10 月から先進原子炉 WGSAR の安全性に関する NEA ワーキンググループとの交

流を開始する機会が持たれた。 
 

IAEA の液体金属冷却高速中性子システム（Liquid Metal-cooled Fast Neutron 
Systems：LMFNS）データベースの更新は、1 月の技術会議および 3 月末までの合同ワー

クショップの開催、また、その後数ヵ月間のケースバイケースの更新により、2019 年を通

じて行われた。要約すると、LMFNS は次のように更新された。a）43 の施設が更新された

（22 の LFR 施設と 21 の SFR 施設）、b）34 の新規施設が追加された（16 の SFR 施設と

18 の LFR 施設）、c）現在の LMFNS オンラインカタログには 180 の施設が含まれている

（86 の SFR、80 の LFR、および二重用途の 14 の施設）。IAEA LMFNS オンラインカタ

ログは、https://nucleus.iaea.org/sites/lmfns で公開されており、2019 年 8 月からオンライ

ンになっている。新しい更新情報を受け付けており、オンラインカタログに反映される。 
 
同様に、ガス冷却炉技術および実験施設（GCR および HTR）データベースの知識保存に
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関する IAEA技術会議が 2018年 12月に設置された。IAEAおよびGIF RTDFメンバーは、

特定された約 115 の施設の編集に尽力した。データベース「GCR と HTR」は 2019 年に作

成され、品質チェックが行われており、データベースは 2020 年半ばまでに利用可能になる

と思われる。そのため、GIF RDTF 参加者は、このような既存のデータベースの更新情報

を受け付けている。IAEA は 2 年ごとに情報を更新するはずである。GIF 政策グループも参

加し、完全な支援を提供する必要がある。 
 
専用のGIF RDTFレポートが 2019年に作成され、威海市（CN）で開催されたGIF EG/PG

会議で発表された。次の 3 つの主要セクションを完成させる必要がまだある。a）セクショ

ン IX‐分野横断的な R&D インフラストラクチャ、b）セクション X‐共同 R&D 活動のメ

カニズムとアプローチ、c）セクション XI‐主な推奨事項。目標は、2020 年 5 月までに、

以下のワークショップの主な推奨事項も統合して、EG メンバーによるレビューに利用でき

る完全なレポート草稿を作成することである。 
 

2020 年 2 月 18～20 日にフランスの Boulogne-Billancourt で、OECD/NEA による SMR
販売業者やサプライチェーン SME を含む原子力産業との GIF 国際ワークショップが開催

された。ワークショップは前半、先進製造に専念した（AMME レポートを参照）。ワーク

ショップの後半は、R&D インフラストラクチャのニーズと機会に関するものであった。こ

れには次の討論が含まれていた。：民間部門との関与、第 4 世代システムに関する民間部門

と公共部門間の協力の機会の特定、産業界および GIF の代表者を集めたネットワーキング

カクテル、政府機関と産業界の協力の例、民間部門の見解、SMR の展望。GIF 政策グルー

プ議長の Hideki Kamide 氏は、産業界、規制当局、GIF 加盟国および OECD/NEA の代表

者とともにワークショップを締めくくった。 
 
 
結論（および/または次のステップ） 
 
結果からは、GIF 加盟国内の研究機関と原子力会社の両方がワークショップで GIF メン

バーの組織を支援する積極的な協力に非常に大きな関心があることが示されている。 
2020 年の主な目標は、GIF RDTF レポートと関連するデータベースの更新を完成させるこ

とである。今後の方向性については、2020 年 5 月にオーストラリアのシドニーで開催され

る EG/PG 会議でも話し合われる。 
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